
平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
日
受
領

答

弁

第

一

一

号

内
閣
衆
質
一
七
一
第
一
一
号

平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

麻

生

太

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
年
度
に
か
け
て
セ
ク
ハ
ラ
や
痴
漢
、
盗
撮
、
窃
盗
等
で
処
分
を
受

け
た
外
務
省
職
員
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
平
成
十
八
年
度
か
ら
二
十
年
度
に
か
け
て
セ
ク
ハ
ラ
や
痴
漢
、
盗
撮
、
窃
盗
等
で
処
分

を
受
け
た
外
務
省
職
員
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
案
の
具
体
的
内
容
に
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
り
、
関
係
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
観

点
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

二
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
は
、
職
員
が
御
指
摘
の
よ
う
な
行
為
を
行
う
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

三
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
十
二
月
十
二
日
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
三
〇
八
号
及
び
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
四
日
内
閣
衆

質
一
七
〇
第
三
四
二
号
）
で
お
答
え
し
た
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
、
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

四
か
ら
六
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
三
名
の
職
員
の
う
ち
、
御
指
摘
の
�
及
び
�
の
職
員
に
対
し
て
、
減
給
一
月
間
の
処
分
を
行
っ
た
。
ま
た
、
御

一



指
摘
の
�
の
職
員
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
十
六
条
の
規
定
に
該
当
し
て
失
職
し
、

当
該
職
員
に
は
退
職
金
は
支
払
わ
れ
て
い
な
い
。

七
に
つ
い
て

一
般
に
、
犯
罪
と
は
、
法
令
又
は
条
例
に
よ
り
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
る
行
為
を
意
味
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

八
、
九
及
び
十
一
に
つ
い
て

法
令
又
は
条
例
に
よ
り
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
る
行
為
は
、
犯
罪
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
行
為
に
関
す
る

犯
罪
の
成
否
に
つ
い
て
は
、
捜
査
機
関
が
収
集
し
た
証
拠
に
基
づ
き
個
々
に
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
の
で
、
お
答
え
す
る

こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

十
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
外
務
本
省
の
課
長
補
佐
及
び
外
務
本
省
の
事
務
官
で
あ
る
。

二


